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新
型
コ
ロ
ナ
我
國
の
現
狀
、
緊
急
事
態
宣
言
既 

に
十
都
府
縣
に
及
び
、
大
阪
府
に
於
て
は
初
期
症
狀
の
患

者
を
診
察
治
療
す
べ
き
醫
療
機
關
逼
迫
し
、
可
惜
自
宅
待
機
中
の
落
命
已
ま
ず
と
云
々
。
人
呼
ん
で
之
を
醫

療
崩
潰
と
す
る
も
醫
療
其
の
も
の
は
健
在
に
し
て
、
發
症
患
者
受
入
れ
態
勢
の
問
題
な
り
。
當
該
の
感
染
症

は
五
種
類
中
の
第
二
種
と
指
定
せ
ら
れ
、
之
に
對
す
る
治
療
機
關
は
法
律
に
よ
り
限
定
せ
ら
れ
、
所
謂
町
の

醫
院
に
て
は
診
察
治
療
不
可
と
言
ふ
。
尤
も
假
令
特
別
許
可
す
と
雖
も
、
酸
素
補
給
、
人
工
心
肺
な
ど
高
度

醫
療
機
器
の
有
無
や
取
扱
の
習
熟
度
等
を
考
ふ
れ
ば
法
律
の
運
用
の
み
に
て
は
解
決
せ
ず
、
戰
爭
に
喩
ふ

る
の
非
を
敢
て
せ
ば
、
前
線
の
兵
士
は
勇
猛
果
敢
に
戰
ふ
も
利
あ
ら
ざ
る
に
、
援
軍
は
裝
備
貧
弱
に
て
參
謀

本
部
敢
て
派
遣
を
許
可
せ
ざ
る
が
如
し
。 

然
れ
ど
豫
兆
は
既
に
昨
年
に
あ
り
て
、
感
染
者
も
未
だ
多
か
ら
ざ
る
に
、
既 

に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
檢
査
機
能
不
足
し
、

宿
泊
隔
離
も
隨
な
ら
ず
、
偶
々
發
熱
し
、
保
健
所
に
相
談
の
電
話
を
掛
く
る
も
、「
御
話
中
」
と
て
十
時
間

も
要
せ
り
と
云
々
。
こ
の
問
題
大
人
數
對
象
の
施
策
、
所
謂
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
配
布
、
コ
ロ
ナ
對
策
一
時
金
の

配
布
等
に
同
じ
く
て
、
我
國
の
情
報
管
理
態
勢
の
脆
弱
性
を
博
く
露
見
せ
し
む
。
一
朝
一
夕
に
は
解
決
不
能

な
る
は
明
瞭
な
れ
ど
も
、
一
國
民
と
し
て
疑
問
に
思
ふ
は
、
所
謂
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
通
常
の
ス
マ
ホ
利
用
者
が
炎

上
と
て
、
或
「
書
込
み
」
に
對
し
多
數
の
受
信
者
よ
り
一
齊
に
反
應
し
て
發
信
す
る
有
り
。
こ
の
時
、
發
受

信
混
雜
に
よ
る
通
信
機
能
の
痲
痺
は
聞
く
こ
と
少
し
。 

之
等
當
時
は
幸
ひ
に
も
大
き
な
る
問
題
に
廣
ご
ら
ざ
り
け
る
が
、
對
策
を
考
へ
た
る
自
治
體
は
、
今
囘
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
も
柔
軟
對
應
す
な
り
と
思
料
せ
ら
れ
、
既
に
沖
繩
縣
は
離
島
四
島
の
對
象
者
全
員
の
接
種

を
一
日
に
て
完
了
す
と
云
々
。
大
衆
報
道
（
マ
ス
コ
ミ
）
は
か
ゝ
る
優
良
自
治
體
を
取
材
し
、
世
間
を
啓
蒙

す
べ
き
な
り
。 

こ
の
大
人
數
問
題
の
究
極
は
政
府
對
全
國
民
の
意
思
疏
通
に
極
ま
る
。
世
の
識
者
今
囘
の
緊
急
事
態
宣
言

を
昨
年
の
そ
れ
と
の
比
較
を
論
じ
て
曰
く
、
今
囘
は
三
度
目
に
て
、
國
民
の
間
に
倦
怠
感
あ
り
と
。
其
の
原

因
と
て
傳
言
力
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
論
ず
。
こ
の
語
か
の
地
に
て
は
大
統
領
の
教
書
を
指
す
あ
り
、
政
府
よ

り
の
國
民
へ
の
呼
び
掛
け
な
り
。
而
し
て
國
の
傳
言
力
の
稀
薄
を
批
判
す
る
多
し
。 

之
を
考
ふ
る
に
、
我
國
は
言
靈
の
幸
は
ふ
國
、
助
く
る
國
な
る
を
思
は
ば
、
言
葉
に
は
特
段
の
配
慮
の
必
要

な
る
こ
と
論
を
俟
た
ざ
る
べ
し
。
其
の
意
味
に
て
今
囘
の
標
語
「
人
流
抑
制
」
は
如
何
な
り
や
。
流
の
字
漢

土
に
て
は
水
の
流
れ
を
主
た
る
意
味
と
す
る
も
、
本
朝
に
て
は
「
な
が
る
」
と
訓
み
て
月
足
ら
ず
の
死
產
、

質
物
の
抵
當
流
れ
、
杯
酒
の
し
た
だ
り
（
滴
）
な
ど
（
大
字
典
）
孰
方
か
と
謂
は
ば
人
爲
の
及
ば
ざ
る
も
の

多
し
。
文
語
の
復
興
を
目
指
す
我
等
も
「
時
流
」
に
抗
せ
ず
苦
戰
す
。
況
し
て
驛
よ
り
勤
務
先
に
向
ふ
多
勢

の
勤
勞
者
の
映
像
に
「
人
流
」
を
認
知
す
る
も
、
そ
こ
に
我
は
不
在
な
り
。
斯
く
て
は
「
言
靈
の
助
け
」 

も

儘
な
ら
ざ
ら
む
。 

な
ら
ば
如
何
に
す
べ
し
や
。
思
ふ
に
前
囘
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
英
語
に
て
正
し
く
は
社
交
距
離



と
譯
す
べ
き
も
特
に
和
譯
せ
ず
、
何
と
な
く
世
間
、
社
會
の
他
人
と
の
距
離
、
而
し
て
人
と
自
分
と
の
距
離

を
保
つ
べ
し
と
の
共
通
理
解
得
ら
れ
、
各
人
の
行
動
に
反
映
せ
ら
れ
た
る
に
非
ず
や
。
さ
れ
ば
標
語
は
前
囘

通
り
と
し
、
寧
ろ
「
科
學
的
知
見
」
と
て
、
マ
ス
ク
は
不
織
布
製
の
有
效
性
確
認
せ
ら
れ
け
る
を
受
け
、
之

の
大
量
生
産
竝
び
に
洗
淨
再
使
用
不
可
の
弱
點
解
決
の
爲
の
使
用
濟
マ
ス
ク
の
囘
收
、
再
生
對
策
の
開
發

な
ど
實
施
へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
打
出
す
は
如
何
。 

（
令
和
三
年
五
月
二
十
七
日
受
附
） 

 


